
JP 2013-534802 A 2013.9.5

10

(57)【要約】
　本発明の待機電力遮断システムは、被制御器である複
数の電子製品と、上記複数の電子製品を統括的に制御す
るメインシステムと、を含み、複数の電子製品のそれぞ
れは、メインシステムの制御により前記電子製品の入力
電源の電源供給経路を導通させるか、遮断させて待機電
力を遮断する待機電力遮断部を具備し、メインシステム
は、複数の電子製品それぞれの電源を供給または遮断す
るために、電子製品それぞれの待機電力遮断部の動作を
制御するデバイス選択及び駆動部を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　待機電力遮断システムであって、
　被制御器である複数の電子製品と、
　前記複数の電子製品を統括的に制御するメインシステムと、を含み、
　前記複数の電子製品のそれぞれは、前記メインシステムの制御により該当電子製品の入
力電源の電源供給経路を導通させるか、遮断させて待機電力を遮断する待機電力遮断部を
具備し、
　前記メインシステムは、前記複数の電子製品それぞれの電源を供給または遮断するため
に、前記電子製品それぞれの前記待機電力遮断部の動作を制御するデバイス選択及び駆動
部を具備することを特徴とする待機電力遮断システム。
【請求項２】
　前記複数の電子製品のそれぞれは、
　外部電源を入力電源として受信して該当電子製品の内部の各機能部の動作電源を提供す
る電源部と、
　該当電子製品を総括的に制御する制御部と、
　前記制御部の制御の下に、前記待機電力遮断部に駆動信号を提供する駆動部と、を含み
、
　前記待機電力遮断部は、前記電子製品の制御部の制御による駆動部の駆動信号によって
前記電源部に提供される前記入力電源の電源供給経路を導通させるか、遮断させて待機電
力を遮断し、手動操作スイッチを具備してユーザからの操作時、該当操作信号を制御部に
提供することを特徴とする請求項１に記載の待機電力遮断システム。
【請求項３】
　前記複数の製品のうち少なくとも一つはユーザから機能の設定を受信し、動作状態及び
データを表示する表示入力部と、
　制御条件にしたがって該当する接続した負荷を駆動する負荷駆動部と、
　前記メインシステムと通信するための通信部と、をさらに含むことを特徴とする請求項
２に記載の待機電力遮断システム。
【請求項４】
　前記複数の製品のうち、少なくとも一つはコンピュータであり、インターネットと接続
するウェイクアップランを具備することを特徴とする請求項２に記載の待機電力遮断シス
テム。
【請求項５】
　前記メインシステムは、
　前記メインシステムに電源を供給する電源部と、
　前記メインシステムを総括的に制御する制御部と、
　外部から遠隔制御される無線通信部と、
　外部電源を入力電源として受信して前記メインシステム内部の各機能部の動作電源を提
供する電源部と、
　前記制御部の制御による駆動部の駆動信号によって前記電源部に提供される前記入力電
源の電源供給経路を導通させるか、遮断させて待機電力を遮断し、手動操作スイッチを具
備してユーザからの操作時、該当操作信号を制御部に提供する待機電力遮断部と、
　前記制御部の制御の下に、前記待機電力遮断部に前記駆動信号を提供する駆動部と、を
含み、
　前記デバイス選択及び駆動部は、制御対象電子製品が選択される場合に、前記制御部の
制御の下に、該当電子製品の電源を供給または遮断するために該当電子製品の前記待機電
力遮断部の動作を制御することを特徴とする請求項１に記載の待機電力遮断システム。
【請求項６】
　前記メインシステムは
　前記複数の電子製品と通信するための通信部と、
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　前記複数の電子製品の電源が遮断された状態であると、制御を中断してスリープモード
に進行して電力供給を中断し、最小限で必要な電源を供給するスリープモード電源部と、
をさらに含み、
　前記スリープモード電源部は、前記スリープモード時、前記制御部と無線通信部及び通
信部に制限的に電源を供給することにより、前記メインシステムは周期的にウエイクアッ
プして実行するか、インタラプト時にウエイクアップして電源を供給して正常動作をする
ことを特徴とする請求項５に記載の待機電力遮断システム。
【請求項７】
　前記メインシステムと接続して全体的な待機電力遮断の操作を受信する一括遮断スイッ
チをさらに具備し、
　前記メインシステムは、前記一括遮断スイッチが押されたことが感知されるか、管理す
る全ての電子製品を使用しないことが感知されると、全体電子製品の待機電力を遮断する
ことを特徴とする請求項５に記載の待機電力遮断システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家庭、事務室、工場などでホームネットワークシステムまたは電力スマート
グリッドシステムに適用されることができ、複数の電気／電子製品、機器、工場の設備な
どの待機電力を完全に遮断して手動及び遠隔で電源を投入することができる機能を有する
待機電力遮断システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、ホームネットワークシステムまたは電力スマートグリッドシステムなどでは、外
部からシステムに接続された電子製品のオン／オフまたは動作制御をすることができるよ
うに構成されている。ところが、このような電子製品を外部から制御するためには、製品
の電源プラグをコンセントに差し込んでいなければならなく、電子製品において待機電力
で電力が浪費され、該当システムはこのような制御のために常に電源が供給されているの
で、電力が浪費されている。
【０００３】
　今後はＩＴ技術の発達につれて電子機器の数量が増加されると予想され、より一層エネ
ルギー浪費が増加することが予想され、それにともなう電力生産によるＣＯ２発生により
環境汚染が加重される問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上述した従来技術上の問題点を改善するために案出されたもので、本発明に
ともなう待機電力遮断装置を適用した電子製品／機器の電源を‘オフ’すると、待機電力
が完全に遮断され、手動で電源を‘オン’するか、外部から遠隔(携帯電話等)で製品に電
源を供給及び制御することができるように待機電力遮断システム(ホームネットワーク、
または電力スマートグリッドシステムなど）を設けて、家庭、事務室、工場などの電子製
品、機器が電源‘オフ’(待機電力が完全に遮断された)状態であっても、制御が可能であ
るようにした待機電力遮断システム及びその制御方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記のような目的を達成するために、本発明にともなう待機電力を遮断するための電子
製品は、待機電力遮断手段として待機電力遮断装置２００、３００、４００を具備し、製
品の電源を手動で‘オン’することが可能であり、‘オフ’すると、製品のプラグをコン
セントに差し込んでおいても待機電力が完全に遮断されるようにする。
【０００６】
　また、電子製品の電源が遮断された状態でも、遠隔で携帯電話やインターネットを用い
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て製品の電源を‘オン’とし、制御するようにすることができるようにメインシステム１
０には、遠隔制御手段として無線通信部１２、通信部１５、デバイス(device)選択及び駆
動部１３を具備して該当電子製品の電源を‘オン’することが可能であるようにする。
【０００７】
　この時、電子製品がコンピュータである場合、コンピュータの電源が‘オフ’である時
、電源が完全に遮断された状態でウェイクアップランをするために、携帯電話や電話で該
当コンピュータの電源を‘オン’とし、インターネットでウェイクアップラン(ＷＵＬ)４
１５を通じて通信して必要なデータを利用可能にする。
【０００８】
　このように製品の待機電力遮断が可能であり、待機電力遮断システム(ホームネットワ
ークシステムまたはスマートグリットシステム）を構成して家電／電子製品(例えば、照
明制御コントローラ、温度調節システム、コンピュータ、電子機器、スマートグリッドコ
ントローラ、分電盤コントローラなど）を使用しない時は、全ての待機電力を遮断し、使
用時のみに電源が供給されるようにして不必要に浪費される電力を節約するようにする。
【０００９】
　また、メインシステム１０も制御を遂行しない場合、すなわちシステムに接続した全て
の製品が‘オフ’状態である時、メインシステム１０の電力浪費を完全になくすために、
入力電源を遮断／供給するために、制御部１１、駆動部１８と待機電力遮断装置１００を
構成し、メインシステム１０の電源が遮断された後、最小限のスリープモード時、必要な
電源手段でスリープモード電源部１４(スーパーキャパシターや二次電池)を具備する。
【発明の効果】
【００１０】
　このように、本発明は上記のように家庭や事務室、工場で使われる全ての電子製品で浪
費される待機電力を完全に遮断し、待機電力が完全に遮断された状態でも製品のコントロ
ールを可能にし、生活に不便さがなく、生活パターンに影響を与えずにエネルギー節約が
可能であり、かつエネルギー節約によりＣＯ２発生を低減して環境汚染を防止する効果が
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態による待機電力遮断システムの全体ブロック構成図である。
【図２】図１における第３の電子製品及び関連部の詳細ブロック構成図である。
【図３】図１における第１の電子製品及び関連部の詳細ブロック構成図である。
【図４】図１における第２の電子製品及び関連部の詳細ブロック構成図である。
【図５】図１のメインシステムのデバイス選択及び駆動部及び関連部の詳細ブロック構成
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の好適な一実施形態を添付図面を参照しつつ詳細に説明する。下記の説明
において、制御部、メモリ部、デバイス選択駆動部、通信部などのような特定事項が示さ
れているが、これは、本発明のより全般的な理解を助けるために提供されるものである。
このような特定事項に対して本発明の範囲及び趣旨を逸脱することなく、様々な変更及び
修正が可能であるということは、当該技術分野における通常の知識を有する者には明らか
である。
【００１３】
　図１は、本発明の一実施形態による待機電力遮断システムの全体ブロック構成図である
。図１を参照すると、本発明の一実施形態による待機電力遮断システムは、被制御器であ
る複数の電子製品２０、３０、４０と、複数の電子製品２０、３０、４０を統括的に制御
するメインシステム１０(例えば、ホームネットワークコントローラまたはスマートグリ
ッドコントローラ等)で構成される。
【００１４】
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　まず、メインシステム１０の構成を詳細に説明すると、メインシステム１０は、メイン
システム１０に電源を供給する電源部１９と、メインシステム１０を総括的に制御してデ
ータを記憶、保存するためのＣＰＵ(Central Processing Unit)とメモリで構成された制
御部１１と、外部ユーザの携帯電話などと通信して携帯電話から遠隔制御される無線通信
部１２と、を含む。また各種動作及びデータ状態の表示とデバイスのアドレスなどの機能
をユーザから受信するために、ＬＣＤデスプレイ及び複数のキーが設けられた表示及びキ
ー入力部１７を含む。
【００１５】
　また、外部電源を入力電源として受信してメインシステム１０内部の各機能部の動作電
源を提供する電源部１９と、制御部１１の制御による駆動部１８の駆動信号によって電源
部１９に提供される入力電源の電源供給経路を導通させるか、遮断させて待機電力を遮断
し、手動操作スイッチ(後述するノブに該当する)を具備してユーザからの操作時、該当操
作信号を制御部１１に提供する待機電力遮断部１００と、制御部１１の制御の下に、待機
電力遮断部１００に駆動信号を提供する駆動部１８と、を含む。
【００１６】
　また、制御対象電子製品２０、３０、４０が選択される場合に、これにともなう制御部
１１の制御の下に、製品の電源を供給または遮断するために、製品の待機電力遮断部２０
０、３００、４００を動作させ、製品に電源を供給するデバイス選択及び駆動部１３を含
み、電子製品２０、３０、４０に電源が供給されると、電子製品と通信制御をするために
通信部１５を含む。
【００１７】
　また、待機電力遮断システムで制御する全ての電子製品２０、３０、４０の電源が遮断
された状態であると、制御を中断してスリープモードに進行してメイン電源を遮断して電
力供給を中断し、この時、最小限で必要な電源を供給するスリープモード電源部１４を具
備して、制御部１１と無線通信部１２、通信部１５などにのみ制限的に電源を供給し、周
期的にウエイクアップして実行するか、インタラプト時にウエイクアップして電源を供給
して正常動作をできるように構成する。
【００１８】
　また、ユーザの外出時などに全体的な待機電力遮断の操作を受信するために、家庭の玄
関の所定の位置に設置されることができる一括遮断スイッチ１０２が設けられ、一括遮断
スイッチ１０２の操作信号は、メインシステム１０の制御部１１に提供されるように構成
される。これにメインシステム１０の制御部１１は、一括遮断スイッチ１０２が押された
ことが感知されるか、管理する全ての電子製品を使用しないことが感知されると、全体電
子製品の待機電力を遮断する。このような一括遮断スイッチ１０２は、単純にオン／オフ
スイッチで具現することもできる。
【００１９】
　一方、複数の電子製品２０、３０、４０は、該当電源プラグを各々複数のコンセント１
３－１、１３－２、１３－３に差し込んで外部電源を受信するが、このような複数の電子
製品に提供される外部電源は、それぞれの待機電力遮断部２００、３００、４００を経て
電源部２０４、３０４、４０４に提供される。
【００２０】
　図２乃至図４には、このような複数の電子製品２０、３０、４０の詳細構成が開示され
ている。例えば、図２では第１の電子製品２０、図３では第２の電子製品３０、図４では
第４の電子製品４０の詳細構成が図示されている。
【００２１】
　図２乃至図４を参照すると、複数の電子製品２０、３０、４０は、各々外部電源を入力
電源として受信して電子製品２０、３０、４０内部の各機能部の動作電源を提供する電源
部２０４、３０４、４０４と、製品の制御部２０２、３０２、４０２の制御による駆動部
２０６、３０６、４０６の駆動信号によって、電源部２０４、３０４、４０４に提供され
る入力電源の電源供給経路を導通させるか、遮断させて待機電力を遮断し、手動操作スイ
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ッチ(後述するノブに該当する)を具備してユーザからの操作時、該当操作信号を制御部２
０２、３０２、４０２に提供する待機電力遮断部２００、３００、４００と、制御部２０
２、３０２、４０２の制御の下に、待機電力遮断部２００、３００、４００に駆動信号提
供する駆動部２０６、３０６、４０６を含む。
【００２２】
　この時、それぞれの電子製品２０、３０、４０において、各待機電力遮断部２００、３
００、４００は、メインシステム１０のデバイス選択及び駆動部１３からの制御によって
も入力電源の電源供給経路を導通させるか、遮断させるように構成される。これによって
メインシステム１０は、選択された製品に電源を供給／遮断することを制御できるように
なる。
【００２３】
　この時、図３及び図４に示された第１及び第２の電子製品２０、３０では、ユーザから
各自の機能に従って機能の設定を受信し、動作状態及びデータを表示する表示、入力部２
０７、３０７を設けて、制御条件にしたがって接続した負荷(図示せず)を駆動する負荷駆
動部２０９を含む。
【００２４】
　また、第１及び第２の電子製品２０、３０は、メインシステム１０の通信部１５と通信
をするための通信部２１５、３１５を各々含む。
【００２５】
　この時、図２に示された第３の電子製品４０は、例えばコンピュータであり、そのよう
な場合にはインターネットと接続して、インターネットを通じてユーザがデータを読み取
り、書き込み、管理することができるようにウェイクアップラン(ＷＵＬ)４１５を含む。
【００２６】
　図５は、図１中のメインシステム１０のデバイス選択及び駆動部１３及び関連部の詳細
ブロック構成図として、デバイス選択及び駆動部１３には、複数の電子製品２０、３０、
４０別に一つずつの駆動スイッチ(Ｓ）が別途に設けられ、それぞれの電子製品を個別的
に制御するように構成されるが、図５では、例えば一つの駆動スイッチ(Ｓ）のみを代表
的に図示した。
【００２７】
　図５を参照すると、それぞれの駆動スイッチ(Ｓ）は、制御部１１から提供されるスイ
ッチング制御信号によりスイッチング動作する第１乃至第４のトランジスタ(例えばｎｐ
ｎ型スイッチングトランジスタＱ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４)等の接続構造で具現され得る。
【００２８】
　この時、第１及び第２のトランジスタＱ１、Ｑ２は、各々共通に入力(例えばコレクタ
端)を通じて電源部１９から提供される動作電源を受信し、第１のトランジスタＱ１の出
力(例えばエミッタ端）は、製品の待機電力遮断部２００、３００、４００の内部に後述
するソレノイドの第１の端と接続し、第２のトランジスタＱ２の出力(エミッタ端）は、
ソレノイドの第２の端(点Ｕ）と接続する構造を有することができる。
【００２９】
　また第３のトランジスタＱ３の入力(コレクタ端)は、ソレノイドの第２の端と接続し、
出力(エミッタ端）は接地端と接続し、第４のトランジスタＱ４の入力(コレクタ端)は、
ソレノイドの第１の端(点Ｐ）と接続し、出力(エミッタ端）は接地端と接続する構造を有
する。
【００３０】
　この時、第１、第３のトランジスタＱ１、Ｑ３は、制御部１１の第１の出力Ｏ１から出
力されるスイッチング制御信号を(ベース端を通じて)共通に受信し、第２、第４のトラン
ジスタ(Ｑ２、Ｑ４）は、制御部１１の第２の出力Ｏ２から出力されるスイッチング制御
信号を(ベース端を通じて)共通的に受信する構造を有する。
【００３１】
　このような構造によって、制御部１１は、オン／オフ制御時、第１の出力Ｏ１または第
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２の出力Ｏ２に制御信号を出力し、ソレノイドに接続した線３３の極性を変えるようにな
り、結果的に各電子製品２０、３０、４０のそれぞれの待機電力遮断装置２００、３００
、４００内のソレノイドに接続した線３３に極性を変えて電源経路を導通するか、遮断さ
せる。
【００３２】
　一方、各電子製品２０、３０、４０内のそれぞれの駆動部２０６、３０６、４０６の詳
細構成も駆動スイッチ(Ｓ）の構成と同一であり、同様に該当制御部２０２、３０２、４
０２から制御信号によって動作するようになる。
【００３３】
　以下、図１乃至図５を参照して、本発明の待機電力遮断システムの動作を説明すると、
まず、デバイス選択及び駆動部１３の駆動スイッチ(Ｓ）で第１、第２のトランジスタＱ
１、Ｑ２のコレクタを共通で電源部１９の電源に接続し、第３、第４のトランジスタＱ３
、Ｑ４のエミッタを共通でグラウンドに接続し、第１のトランジスタＱ１のエミッタと第
４のトランジスタＱ４のコレクタを接続した点Ｐと、第２のトランジスタＱ２のエミッタ
と第３のトランジスタＱ３のコレクタを接続した点Ｕを各製品の待機電力遮断部２００、
３００、４００のソレノイド線３３に接続しているので、特定製品の電源を‘オン’する
ために、制御部１１の第１の出力Ｏ１を‘ハイ’でパルス出力を伝送すると、これは第１
の出力Ｏ１に共通で接続した第１、第３のトランジスタＱ１、Ｑ３のベースに印加される
。第１、第３のトランジスタＱ１、Ｑ３が‘ターンオン’され該当電子製品２０、３０、
４０に待機電力遮断部２００、３００、４００のソレノイドに電流が点Ｐから点Ｕに流れ
るようになって、これによって該当製品の待機電力遮断部２００、３００、４００の接点
Ｃ１、Ｃ２が接続され、該当製品に電源を供給して製品が正常動作するようになる。
【００３４】
　反対に、特定製品の電源を‘オフ’するために、制御部１１の第２の出力Ｏ２を‘ハイ
’でパルス出力を伝送すると、これは第２の出力Ｏ２に共通で接続した第２、第４のトラ
ンジスタＱ２、Ｑ４のベースに印加され、第２、第４のトランジスタＱ２、Ｑ４が‘ター
ンオン’されるので、該当電子製品２０、３０、４０の待機電力遮断部２００、３００、
４００のソレノイドに電流が点Ｕから点Ｐに流れて該当待機電力遮断部２００、３００、
４００の接点Ｃ１、Ｃ２がオープンされ、該当製品に供給された電源を遮断して製品の待
機電力を完全に遮断する。
【００３５】
　電子製品の電源が‘オフ’状態で、手動で各製品の電源を‘オン’した時、動作を説明
すれば、各電子製品２０、３０、４０の電源を‘オン’するために、ユーザが待機電力遮
断部２００、３００、４００に設けられるノブ２０１、３０１、４０１を押すと、これと
接続した接点Ｃ１、Ｃ２が接続され、コンセント１３のプラグ１１を通じて電源が製品に
供給されると、製品の電源部２０４、３０４、４０４は製品に必要な電源を生成し供給し
て電子製品２０、３０、４０が正常動作する。
【００３６】
　手動で、電子製品の正常動作が完了するか、電源を消すために待機電力遮断部２００、
３００、４００のノブ２０１、３０１、４０１を押すと、これと連動されたタックス位置
の接点Ｃ３、Ｃ４が接続され、製品の制御部２０２、３０２、４０２に信号が伝送され、
制御部２０２、３０２、４０２は、この信号が感知されると、駆動部２０６、３０６、４
０６に制御信号を伝送し、待機電力遮断部２００、３００、４００のソレノイドに電流を
流れるようにして接点Ｃ１、Ｃ２がオープンされ、電源供給が遮断され製品の待機電力は
完全に遮断される。
【００３７】
　メインシステム１０と通信をする第１、第２の電子製品２０、３０の場合は、通信部２
１５、３１５を通じてインタラプトをメインシステム１０に要求すると、メインシステム
１０は、通信部１５を通じてインタラプト要求を処理して電子製品が正常動作すると認識
し、周期的にまたはイベント発生時に相互に通信をしながら、正常制御する。ここで、通
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信方式はＲＡ-４２２、ＲＡ-４８５など、いかなる方式であってもよい。
【００３８】
　また、第３の電子製品４０(例えば、コンピュータ）のように、メインシステム１０と
通信する必要がない製品は、該当製品のみを選択して電源を供給した後に、外部から製品
に選択電源を供給し、インターネット通信を通じてデータを読み取り、修正、格納するな
どの制御をすることができる(ウェイクアップラン機能)。
【００３９】
　上記のように正常動作の中、メインシステム１０が(例えば、ホームネットワークシス
テムである場合)外部から携帯電話で該当電子製品を消すか、メインシステム１０が(例え
ば、スマートグリッドコントローラである場合)使用電力量を分析優先順位によって強制
的に該当電子製品の電源を遮断する場合、制御部１１はデバイス選択及び駆動部１３内の
該当製品の駆動スイッチ(Ｓ）を選択して該当製品の電源を‘オフ’するために制御部１
１の第２の出力Ｏ２を‘ハイ’でパルス出力を伝送する。これによって、第２の出力Ｏ２
に共通で接続した第２、第４のトランジスタＱ２、Ｑ４のベースに印加され、第２、第４
のトランジスタＱ２、Ｑ４が‘ターンオン’され、製品の待機電力遮断部２００、３００
、４００のソレノイドに電流が点Ｕから点Ｐに流れて待機電力遮断部２００、３００、４
００の接点Ｃ１、Ｃ２がオープンされ、製品に供給されていた電源を遮断して製品の待機
電力を完全に遮断する。
【００４０】
　反対に、製品が電源遮断状態で電源を供給する時は、メインシステム１０が(例えば、
ホームシステムである場合)外部から携帯電話で電子製品をつけるか、メインシステム１
０が(例えば、スマートグリッドコントローラである場合)使用電力量を分析優先順位によ
って該当電子製品の電源を供給する場合、制御部１１はデバイス選択及び駆動部１３の該
当製品の駆動スイッチ(Ｓ）を選択して制御部１１の第１の出力Ｏ１を‘ハイ’でパルス
出力を伝送する。これによって第１の出力Ｏ１に共通で接続した第１、第３のトランジス
タＱ１、Ｑ３のベースに印加され、第１、第３のトランジスタＱ１、Ｑ３が‘ターンオン
’され、製品の待機電力遮断部２００、３００、４００のソレノイドに電流が点Ｐから点
Ｕに流れて待機電力遮断部２００、３００、４００の接点Ｃ１、Ｃ２が接続され、製品に
電源を供給して製品が正常動作するようになる。
【００４１】
　外出時や待機電力遮断のために、家庭の玄関の所定の位置に位置した一括遮断スイッチ
１０２を押すか、全ての電子製品が電源‘オフ’された場合のように、メインシステム１
０を制御する必要がない場合に、メインシステム１０で浪費される電力を全体的に遮断す
るようになる。
【００４２】
　すなわち、メインシステム１０の制御部１１では、一括遮断スイッチ１０２が押された
ことが感知されるか、管理する全ての電子製品を使用しないことと感知されると、制御部
１１は、上記のように全ての電子製品の待機電力遮断部２００、３００、４００を制御し
て待機電力を遮断する。また駆動部１８を通じてメインシステム１０の待機電力遮断部１
００を上記のように制御して電源供給を遮断してメインシステム１０の電力消費を完全に
遮断する。
【００４３】
　この時、メインシステム１０は、自体的に消耗される電力消耗を最小にするために、ス
リープモードに入って、周期的にウエイクアップして基本機能のみを遂行し、さらにスリ
ープモード状態を維持する。この時、通信部１５と無線通信部１２、制御部１１のみにス
リープモード電源部１４で電源を供給する。
【００４４】
　外部でインタラプトがかかったり、スリープモード電源部１４が充電された電源が基準
電圧以下となる前に、さらに充電をするために、制御部１１は駆動部１８を制御してメイ
ンシステム１０の待機電力遮断装置１００を制御して電源が電源部１９に供給されるよう
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にする。これによってシステムがウエイクアップして上述したように正常動作をする。
【００４５】
　この時、スリープモード電源部１４には、さらに充電されスリープモードの時、電源で
使用され、システムは、機能を遂行するのに何らの制約無しで正常動作をし、不必要な電
力消費を低減してエネルギー浪費と環境汚染を防止することができる。
【００４６】
　一方、メインシステム１０及び複数の電子製品２０、３０、４０の待機電力遮断部１０
０、２００、３００、４００は、例えば本出願人により先出願され特許登録された韓国特
許出願番号第２００９－７２０１６号(名称:待機電力遮断装置及びその制御方法、出願日
:２００９年８月５日)及び第２００９－７２０１６号を優先権主張して国際特許出願した
国際特許出願番号第ＰＣＴ／ＫＲ２０１０／００１３８８号(国際公開番号ＷＯ２０１０
／１０１４３６号、国際公開日２０１０年９月１０日)に開示された待機電力遮断装置の
構造を有することもできる。
【００４７】
　第２００９－７２０１６号に開示された待機電力遮断装置は、電子製品の電源をオン又
はオフするためのノブスイッチを押すことにより一方向に移動可能なストライカーと、前
記電子製品内の電源供給装置に引き込まれる電源ケーブルの１つの接点と他の接点とが接
触するか又は分離されるように前記ストライカーの一側に固定されたストライカーコンタ
クトと、前記ストライカーと所定の間隔を保持し、前記ノブスイッチを押す時、一方向に
移動するストライカーを磁力により引き付けることにより前記１つの接点と前記他の接点
との接続を保持するための磁石を含むコアと、前記電子製品の電源をオフする場合、前記
磁石との斥力を発生させることにより前記１つの接点と前記他の接点とが接触するか又は
分離されるようにするソレノイドとを含む。
【００４８】
　また、第２００９－７２０１６号に開示された待機電力遮断装置は、電源オフ操作を受
信し、電源オフ操作の時に所定の制御信号を制御部に伝達するために、前記ノブスイッチ
と接続するタックスイッチをさらに含む。
【００４９】
　本発明は上述したように定義された待機電力遮断システム及びその制御方法を遂行する
ための制御プログラムを含むコンピュータで読み取り可能なプログラムを収録した記録媒
体を含むことができる。
【００５０】
　上記のように本発明の一実施形態によって自動で待機電力の浪費を低減するように自動
で電源が遮断されるように構成した待機電力遮断システム及びその制御方法の構成及び動
作がなされることができ、本発明を具体的な実施形態を参照して詳細に説明してきたが、
本発明の範囲及び趣旨を逸脱することなく様々な変更が可能であるということは、当業者
には明らかであり、本発明の範囲は、上述の実施形態に限定されるべきではなく、特許請
求の範囲の記載及びこれと均等なものの範囲内で定められるべきである。
【符号の説明】
【００５１】
１０　メインシステム
１１　制御部
１１－１、１１－２、１１－３　プラグ
１２　無線通信部
１３　駆動部
１３－１、１３－２、１３－３　コンセント
１４　スリープモード電源部
１５　通信部
１７　表示及びキー入力部
１８　駆動部
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１９　電源部
２０、３０、４０　電子製品
３３　ソレノイドに接続した線
１００、２００、３００、４００　待機電力遮断部
１０２　一括遮断スイッチ
２０１、３０１、４０１　ノブ
２０２、３０２、４０２　制御部
２０４、３０４、４０４　電源部
２０６、３０６、４０６　駆動部
２０７、３０７　入力部
２０９　負荷駆動部
２１５、３１５　通信部
４１５　ウェイクアップラン（ＷＵＬ）

【図１】 【図２】

【図３】
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【国際調査報告】
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